
企業経営で最も重要なことは、消費者の目線か
ら経営を考えるというマーケティング志向です。
マーケティング・リサーチや消費者行動論など、
様々なマーケティング関連科目を配置しており、
企業のマーケティング活動を幅広くかつ深く学
ぶことができます。

経営学部

市 場 戦 略 学 科
マ ー ケ ティング の 発 想 で 、新 た な 価 値 を 創 造 す る 人 材 を 育 成 す る

　学科の特色

マーケティングから、
経 営の本 質を学びます

ビッグデータの時代では、データの科学的な分
析や論理的思考の重要性が高まっています。
マーケティング・サイエンスや情報処理基礎・
応用など、パソコンを用いたデータ分析実習の
科目が充実しており、現在求められている科学
的な分析スキルが身につきます。

データ分 析によって、
科 学 的 分 析を学びます

少人数で学修する演習（ゼミ）が多数開講され
ています。興味に合ったゼミを選択し、チーム
活動を通じて本格的な研究を行います。研究で
は、インタビュー、討論、プレゼンなどが行われ、
コミュニケーション能力などの対人スキルを向上
させることができます。

チーム活 動によって、
対 人スキルが 向 上します

科目名 学年
1 2 3 4

コース共通科目

経営学A／B ■

市場戦略概説A／B ■

会計学A／B ■

経済学概説A／B ■

情報処理基礎A／B ■

マーケティング論 ■

産業組織論 ■

市場創造・市場分析コース共通

経営数学A／B ■

確率・統計入門A／B ■

流通システム論A（マクロ） ■

流通システム論B（ミクロ） ■

経営科学概論A／B ■

経営統計A／B ■

ゲーム理論A／B ■

経営戦略論 ■

計量経済学 ■

演習Ⅱ ■

演習Ⅲ ■

消費者行動論 ■ ■

マーケティング・リサーチA／B ■ ■

市場創造コース

イノベーション論 ■

経済法a／b ■

製品開発論A／B ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

マーケティング・コミュニケーション論 ■ ■

グローバル・マーケティング論A／B ■ ■

マーケティング史A／B ■ ■

市場分析コース

マネジメント・サイエンスA／B ■

経営情報システムA／B ■

情報セキュリティA／B ■

情報処理応用 ■

マーケティング・サイエンスA／B ■ ■

サプライチェーン・マネジメントA／B ■ ■

現代産業・起業コース

現代企業論A／B ■

簿記学A／B ■

ベンチャー企業論A／B ■

経営組織論 ■

財務会計論 ■

経営財務論 ■

環境経営論 ■

経営戦略論 ■

イノベーション論 ■

ファイナンス理論 ■

民法Ⅰ（総則・物権法） ■

商法Ⅰ（総則・会社法） ■

労働法 ■

リスク管理論 ■ ■

銀行経営論A／B ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

保険学 ■ ■

商業経営論A／B ■ ■

サービス経営論A／B ■ ■

企業分析論A／B ■ ■

事業創造論A／B ■ ■

各コース関連科目

演習Ⅰ ■

生産管理論 ■

上級簿記 ■

管理会計論 ■

原価計算論 ■

税法 ■

演習Ⅱ ■

演習Ⅲ ■

民法Ⅱ（債権法） ■ ■

商法Ⅱ（商行為、手形・小切手法） ■ ■

外書講読（英書Ⅰ）A／B ■ ■

外書講読（英書Ⅱ）A／B ■ ■

現代マネジメントⅠ〜Ⅸ ■ ■ ■

現代マネジメントⅩ〜Ⅺ ■ ■

総計：865人
2018年5月1日時点

女子：416人
（48%）

男子：449人
（52%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：88単位
全学共通科目：26単位
広  域  選  択：10単位

■ 必修：20単位
■ 選択必修：20単位
■ 選択：48単位

卒業に必要な単位124単位

現代の各種産業における経営の要点、企業と企業者に関す
る基礎理論、起業に関する基礎知識等を学ぶことで、現代
にふさわしい経営者としての能力を育成します。

現代産業・起業コース
価格や販売方法、広告宣伝の仕方を含めた商品やサービス
の企画立案、供給システム（調達・生産・販売・流通）の
運用に携わる人材を育てます。

市場創造コース
商品やサービスの企画立案に必要な情報の分析や供給シス
テムの設計・管理について学びます。コンピューターやITな
どを利用した分析やシステム管理を重視します。

市場分析コース

　 4 年 間の流れと身につく力

■ データの分析や論理的思考に強くなる。
■ 市場戦略の課題を主体的、具体的、定量的に解決する能力を習得できる。
■ 企業の経営資源を活用し、市場を創造できるようになる。

4年間で身につく力

商社、サービス、金融、情報通信、メーカーなどの業界に就職
しています。

■ 記念日マーケティングを成功させるには
■ カフェビジネスの実態
■ トレンド・プロについて
■ 仮想通貨の将来
■ 商品とキャラクターのコラボレーションが消費者行動に与える影響について

卒論テーマ・研究課題例

卒業後の進路

市場戦略に長けた経営のエキスパートとなるために必要不可欠な科目群
を基礎科目から応用科目へと段階的に学修する。また、専門教育の柱で
ある三つのコース（市場創造／市場分析／現代産業・起業）から一つを
選択し、将来を見据えて学びを深める。さらに、少人数で行われる演習科
目では、教員やゼミ生との討論を重ねながら、自分の考えを論理的に説明
する力を身につける。

1
・
2
・
3
・
4

年 次

ベンチャー企業を志望するという学生が増えていますが、表面
的な情報ばかりとらえがちです。本授業では、成り立ちや失
敗事例、起業家に求められる資質といった多様なテーマから
考察するほか、ベンチャー企業の若手社員を招いてお話を伺
うことで、キャリア選択においてベンチャー企業を見極める力
を養っていきます。

▶ 学 科  T O P I C S
ベンチャー企業論

在 学 生 m e s s a g e

松井 琴海
市場戦略学科 4年

三輪田学園高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 英語ⅡAa
2 歴史学 経済法a ベンチャー企業論 
3 経営科学概論 演習Ⅰ 英語ⅡBa 流通システム論A 
4 情報セキュリティA マーケティング論 労働法
5 経営環境論 
6

　大学では広い視野を持ち自分が興味を持ったことにチャレンジし
ていこうと考えていました。経営学をより実践的に学びたいという思
いと、将来自分が働き社会と関わる中で役立つ学びだという思い
からこの学科を選びました。学びの中で特に興味を持ったのは「消
費者行動論」です。消費者の購買につながる行動心理は生活の
中で密接に関わっていると思ったからです。消費者の興味を引くた

めに陳列の方法や、店内のデザインでも消費者の購買動向に影
響が出ると考えると、買い物をするときも違った視点から楽しめるよ
うになりました。また、これは課外活動になりますが、ベンチャー企
業が参加するイベントの運営にも携わりました。起業家の方々や起
業を目指す学生と交流を通して、その志の高さや情熱を肌で感じる
ことができ、経営学から興味を広げることができるようになりました。

広い視 野を持って社 会に生 かしていきたい、将 来に役 立 つ学び

2年次前期の時間割積水ハウス／東京テアトル／東海漬物／イトーキ／TOTO ／ディスコ／ANA
ウイングス／ミドリ安全／三菱食品／トーハン／みずほフィナンシャルグループ／
三井住友銀行／みずほ証券／富国生命保険／オリエントコーポレーション／
博報堂プロダクツ／クラブツーリズム／日本郵政グループ／長野県警察本部／
警視庁

主な就職先

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

※2018年3月卒業生実績

2020年度（予定）　 専 門 教 育 科目

教 員 m e s s a g e

　スマホならiPhone、スポーツウェアだったらNikeと、人それぞ
れに好きなブランドがあります。それではなぜ、そのブランドを好
きになったのでしょう？ 例えば、Nikeであれば「Just Do It（行
動あるのみ）」というキャッチフレーズ、あるいはスター選手が身
につけているのに憧れるというのもあるでしょう。中には、Nikeの
ウェアを先輩からもらい、それを着ると試合に勝てる気分になると
いう個人的な思い入れで好きになるという人もいます。このように

「つい、買ってしまった」や「あるブランドが好きになった」という
行動の裏にはさまざまな心理的要因があります。経営学ではこれ

ブランドに対 する愛 着はどのように作られるのか？

を「消費者心理」と呼び、私のゼミでは身近な製品やサービスを
取り上げながら消費者心理について研究しています。さらに、実
践的な全国規模のマーケティング大会にも参加します。例えば、
日本伝統の升を使って新製品を開発してくださいといった課題
に学生たちが、誰をターゲットにし、どれだけの予算で制作し、ど
こで売るのかというプランを練って発表します。こうした経験を通
して、売る立場として消費者心理をマーケティングに生かす方法
を学びます。消費者心理は心理学を基礎としますから、人間の
心について多くの発見が得られるのもおもしろいところですよ。

菅野 佐織
専門：消費者行動論

菅野先生の研究
実績はこちらから
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